
一般会計予算の状況

【歳出】
　村職員の減少により人件費等が減少に
なったものの、多くの科目で昨年度より
増額となりました。原因として、子ども
たちがより良い環境で学ぶことができる
よう学校教育の充実を図るための投資や
地籍調査の業務を速やかに遂行する上で
の委託料等が考えられます。

【歳入】
　村独自の収入で成り立つ「自主財源」
と、国や県に頼った「依存財源」が歳入
にはあります。「自主財源」が多いほど、
村独自のサービスを行えたり、将来に向
けて積み立てができたりと村行政の安定
と自主性が確立できますが、本村は「自
主財源」が全体の３１％で、「依存財源」
が依然として大半を占めている状況で
す。

【特別会計】
　村では、一般会計とは別に特定の事業を行う場合、そこから発生する特定の収入を支
出に充てて独立してやりくりする特別会計があります。５つの特別会計の予算総額は
１０億５，７８０万円で、前年度と比較して１，５７０万円の減額になりました。

【主要事業】
　２０１９年度は、昨年同様「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、事業を進め
ていきます。定住促進のための事業を大きく展開し、移住体験施設の管理業務を行ってい
きます。また、生活・環境面のごみ収集業務の日数を増やし、住民の暮らしやすさをサポー
トします。本年度予算は、支援のできる体制を築いていくことに力をいれます。

性質別歳出
２０.３４億円

歳　　入
２０.３４億円

村税
234,925
11.5%

村税
234,925
11.5%

地方贈与税等
20,500
1.0%

地方贈与税等
20,500
1.0%

各種交付金
50,301
2.5%

各種交付金
50,301
2.5%

地方交付税
1,050,000
51.6%

地方交付税
1,050,000
51.6%

国庫支出金
83,131
4.1%

国庫支出金
83,131
4.1%

県支出金
141,524
7.0%

県支出金
141,524
7.0%

村債
87,000
4.3%

村債
87,000
4.3%

繰入金
270,005
13.3%

繰入金
270,005
13.3%

その他
96,614
4.7%

その他
96,614
4.7%人件費

437,062
21.5%

人件費
437,062
21.5%

物件費
589,557
29.0%

物件費
589,557
29.0%

維持補修費
14,929
0.7%

維持補修費
14,929
0.7%

扶助費
144,135
7.1%

扶助費
144,135
7.1%

補助費等
316,106
15.5%

補助費等
316,106
15.5%

普通建設事業費
146,076
7.2%

普通建設事業費
146,076
7.2%

公債費
136,733
6.7%

公債費
136,733
6.7%

繰出金
238,961
11.7%

繰出金
238,961
11.7%

その他
10,194
0.5%

その他
10,194
0.5%
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